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２人以上

川の氾濫等

　切れた電線のそばなど、危険な
場所に近寄らないようにしましょ
う。また、氾濫水には汚水が混ざっ
ているので、子供などがさわらな
いように気をつけましょう。

雨量の増加によってもたらされる氾濫には、川から水があふれたり堤防が決壊して起こる「外水氾濫」と、街中の排水が
間に合わず、地下水路などからあふれ出す「内水氾濫」の2タイプがあります。

外水氾濫 内水氾濫
大雨の水が川に集まり、川の水かさが増し堤防を超える、あるいは
堤防を決壊させて川の水が外にあふれておきる洪水。氾濫が起き
ると一気に水かさが増しますので、最大の注意が必要。

その場所に降った雨水や、周りから流れ込んできた水がはけきれ
ず溜まって起きる洪水。的確なタイミングで警報や避難勧告を出
すのが難しいため、注意が必要。

　河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域と深さを求め、それをシミュレーションにより示したものが浸水想定区域
です。想定は、一宮川流域の２４時間総雨量６４０．２ｍｍにより一宮川およびその支川が氾濫した場合です（想定最大規
模）。また、令和元年１０月２５日の大雨被害も参考として着色しています。
　なお、シミュレーションにあたっては、対象河川以外の河川の氾濫、内水による氾濫等を考慮していませんので、浸水想
定区域図に示されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があり
ます。
　浸水想定区域図では下記の4ランクに分けて浸水深を表示しております。




